
熊
野
町
消
防
団
と
海
田
地
区

消
防
署
に
よ
る
消
防
出
初
式
を

行
い
ま
す
。

と
　
き

１
月
７
日
（日）

午
前
９
時
〜

と
こ
ろ

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
雨
天
の
場
合
は
、
午
前
10
時

か
ら
町
民
体
育
館
で
行
い

ま
す
。

式
典
で
は
、
長
年
勤
続
し
て

い
る
優
良
消
防
団
員
の
表
彰
、

全
団
員
に
よ
る
分
列
行
進
な
ど

を
行
い
、
式
典
終
了
後
に
は
、

消
防
団
員
と
消
防
署
職
員
に
よ

る
公
開
訓
練
を
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
尊
い
生
命
と
財
産

を
守
る
た
め
、
日
夜
努
力
し
て

い
る
消
防
団
員
と
消
防
署
職
員

の
勇
姿
と
日
頃
の
訓
練
の
成
果

を
ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

（
生
活
環
境
課
）

熊
野
町
で
は
国
民
保
護
法

（
有
事
に
お
け
る
避
難
・
救
援

や
被
害
の
最
小
化
の
た
め
、
そ

の
具
体
的
措
置
等
を
定
め
た
も

の
）の
規
定
に
よ
り
、
今
後
「
熊

野
町
国
民
保
護
計
画
」
を
作
成

し
ま
す
。

こ
の
計
画
（
素
案
）
に
対
し

て
、
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
を

募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
熊
野

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
生

活
環
境
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
熊
野
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、

各
公
民
館
等
の
パ
ソ
コ
ン
か

ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
合
せ
先

生
活
環
境
課

℡
820
―

５
６
０
６

〜
血
液
が
サ
ラ
サ
ラ
に

な
る
と
言
わ
れ
て
〜

【
相
談
内
容
】

「
血
液
検
査
が
無
料
で
す
。」

と
言
わ
れ
た
の
で
、
自
分
の
血

液
を
取
り
、
顕
微
鏡
に
繋
い
だ

モ
ニ
タ
ー
画
面
で
状
態
を
見
た
。

業
者
か
ら
、「
あ
な
た
の
血
液

は
ド
ロ
ド
ロ
。
こ
の
ま
ま
で
は

脳
梗
塞
に
な
る
。
こ
の
ブ
レ
ス

レ
ッ
ト
を
付
け
る
と
血
液
が
サ

ラ
サ
ラ
に
な
る
。」
と
言
わ
れ

た
。
付
け
た
後
の
血
液
の
方
が

サ
ラ
サ
ラ
に
見
え
た
た
め
、
20

万
円
の
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
購
入

し
た
。

後
に
な
っ
て
よ
く
考
え
る

と
、
効
果
が
あ
る
と
は
思
え
な

い
の
で
解
約
し
た
い
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

科
学
的
な
検
査
を
装
っ
て
、

「
血
液
サ
ラ
サ
ラ
効
果
が
あ
る
」

な
ど
と
信
用
さ
せ
る
手
口
で

す
。
医
療
機
器
と
し
て
、
承

認
・
許
可
を
得
て
い
な
い
商
品

に
つ
い
て
、
効
果
・
効
能
を
う

た
っ
て
販
売
す
る
こ
と
は
薬
事

法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

相
談
事
例
の
よ
う
に
、
科
学

的
な
根
拠
も
な
く
、「
血
液
が

サ
ラ
サ
ラ
に
な
る
。」
な
ど
事

実
と
異
な
る
こ
と
を
告
げ
ら
れ

た
場
合
は
、
消
費
者
契
約
法
に

よ
り
契
約
の
取
消
し
を
主
張
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

相
談
者
は
、
契
約
に
至
る
経

緯
と
取
消
し
の
意
向
を
書
面
に

し
て
販
売
会
社
と
ク
レ
ジ
ッ
ト

会
社
に
送
付
し
た
と
こ
ろ
、
こ

の
事
例
は
無
条
件
で
解
約
に
な

り
ま
し
た
。

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

は
、
契
約
す
る
前
に
本
当
に
必

要
な
も
の
か
ど
う
か
よ
く
考
え

て
判
断
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
健
康
に
不
安
が
あ
る
場
合

は
、
自
分
で
判
断
せ
ず
に
医
師

の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

（
生
活
環
境
課
）

マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
、

テ
ロ
資
金
対
策
の
為
、
１
月
４

日
か
ら
、
10
万
円
を
超
え
る
現

金
の
振
込
等
を
行
う
場
合
に
も

本
人
確
認
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

Ａ
Ｔ
Ｍ
で
は
、
10
万
円
を
超

え
る
現
金
の
振
込
み
が
で
き
な

く
な
り
、
窓
口
で
の
振
込
み
で

10
万
円
を
超
え
る
場
合
は
、
本

人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
や

健
康
保
険
証
等
）
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
と
は
？

違
法
な
方
法
で
入
手
し
た
お

金
の
源
泉
を
隠
す
た
め
、
い
く

つ
も
の
口
座
を
使
っ
て
転
々
と

移
動
さ
せ
、
出
所
を
分
か
ら
な

く
す
る
よ
う
な
行
為
な
ど
を
い

い
ま
す
。

（
生
活
環
境
課
）

呉
地
公
園
に
は
、
公
園
入
口

皇
帝
橋
横
に
３
台
分
の
駐
車
ス

ペ
ー
ス
を
設
け
て
い
ま
す
。
公

園
周
辺
道
路
へ
の
路
上
駐
車

は
、
大
変
危
険
で
す
。
交
通
ル

ー
ル
を
守
り
、
誰
も
が
安
全
に

公
園
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先
　
都
市
整
備
課

℡
820
―
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０
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今
幼
小
連
携
の
教

育
が
叫
ば
れ
て
い

ま
す
。
幼
児
期
を

通
じ
て
小
学
校
以

降
の
生
活
や
学
習

の
基
礎
を
養
う（
平

成
十
一
年
十
二
月

中
教
審
議
中
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

学
習
の
基
礎
の
一
つ
、

読
み
・
書
き
教
育

を
私
共
に
お
任
せ

く
だ
さ
い
。 

こんな思いの町民の皆様へ 
　☆ 認知症等で介護が必要になったが、安心してずっと家で暮らしたい― 
　☆ 信頼できる事業所をひとつ選び、顔なじみの職員と共に生きがいを 
　　 見つけ、地域の人たちとふれあいを持ちたい― 
　☆ 理学療法士とリハビリをして、元気になりたい― 
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↑昨年の出初式の様子

宮本輝男（城之堀）
「刻字作品展」

懐かしい蔵に展示しています｡

と　き ～１月28日（日）

開館日 土日祝

10：00～16：00

ところ 郷土館

入館料 無料

※町内の方で作品展示を希望

される方はご連絡ください｡

※展示期間 ２月～３月の土日祝

10：00～16：00

問合せ先
生涯学習課　℡820-5621

【
熊
野
婦
人
俳
句
同
好
会
】

銀
杏
黄
葉
覆
へ
る
堂
の
暗
さ
か
な
　
　
　
　
　
　
　
森
　
藤
　
千
　
鶴

温
め
酒
幸
せ
さ
う
な
母
が
ゐ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
上
　
野
　
啓
　
子

遠
く
よ
り
見
お
ぼ
え
の
傘
菊
花
展
　
　
　
　
　
　
　
亀
　
谷
　
し
ず
恵

嫁
よ
り
の
ス
ー
プ
の
湯
気
や
冬
の
朝
　
　
　
　
　
　
馬
　
上
　
芳
　
江

初
も
ぎ
の
蜜
柑
友
よ
り
届
き
け
り
　
　
　
　
　
　
　
平
　
山
　
蔦
　
子

居
候
決
め
て
小
春
の
男
猫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隠
　
土
　
信
　
子

穗
芒
の
風
を
我
が
家
に
持
ち
帰
る
　
　
　
　
　
　
　
久
保
田
　
フ
ク
ヨ

お
見
舞
の
心
に
し
み
る
夜
長
か
な
　
　
　
　
　
　
　
堀
　
野
　
眞
理
子

望
の
月
詩
心
な
く
眠
り
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
　
田
　
真
由
美

剪
定
の
庭
広
々
と
月
冴
ゆ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
　
田
　
文
　
子

【
西
公
民
館
俳
句
同
好
会
】

告
別
の
棺
に
溢
ら
す
菊
の
花
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
　
田
　
竹
　
美

コ
ス
モ
ス
に
日
差
し
や
開
く
子
の
便
り
　
　
　
　
　
尺
　
田
　
せ
　
つ

柿
も
ぎ
を
庭
師
に
頼
み
見
上
げ
を
り
　
　
　
　
　
　
関
　
村
　
光
　
子

落
ち
さ
う
な
土
塀
の
瓦
柿
の
秋
　
　
　
　
　
　
　
　
別
　
府
　
藤
　
絵

蔦
も
み
じ
ポ
ス
を
這
へ
る
山
家
か
な
　
　
　
　
　
　
南
　
村
　
マ
サ
子

県
道
の
気
温
表
示
の
冬
に
入
る
　
　
　
　
　
　
　
　
進
　
藤
　
聿
　
美

石
の
目
に
た
が
ね
の
跡
や
冬
隣
　
　
　
　
　
　
　
　
木
　
村
　
里
風
子

十
月
二
十
八
日
中
国
新
聞
天
風
録
の
な
か
に
、
高
校
履
修
漏
れ
に
関
し

て
「
愚
者
は
経
験
に
学
び
、
賢
者
は
歴
史
に
学
ぶ
」
と
あ
っ
た
。
歴
史
は

過
去
を
学
び
誤
り
の
な
い
こ
れ
か
ら
を
考
え
る
。
倫
理
は
道
徳
で
あ
り
、

人
の
道
を
知
る
。
こ
の
二
つ
が
漏
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
大
変
で
あ
る
。
私

達
は
俳
句
を
学
ん
で
い
る
が
、
俳
句
と
は
と
い
う
基
本
を
疎
か
に
し
な
い

の
で
あ
る
。
俳
句
と
は
何
か
、
人
、
物
を
大
切
に
し
て
こ
そ
自
然
と
向
き

あ
え
る
の
で
あ
る
。

木
　
村
　
里
風
子

皆
さ
ん
か
ら
の
俳
句
を
募
集
し
ま
す
（
１
人
２
作
品
ま
で
）。
住

所
、
氏
名
、
年
齢
を
記
載
の
上
、
１
月
19
日
（金）
ま
で
に
企
画
課
必

着
。
応
募
方
法
は
不
問
。
Ｅ
メ
ー
ル
は
タ
イ
ト
ル
を
「
俳
句
係
」

と
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＆
応
募
先
　

〒
731
―

４
２
９
２
　
熊
野
町
３
８
１
５
番
地
１

企
画
課
情
報
推
進
係
（kikaku@

tow
n.kum

ano.hiroshim
a.jp

）

俳句 
一般公募開始！ 
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